Ⅲ　調査結果

１ 観光交流客数の状況

 （１）観光交流客数の概要

平成１９年度の観光交流客数は、1億3,671万人で、前年度を79万人（0.6％）上回った。

  　　内訳でみると、宿泊客数は1,933万人で前年度比11万人（0.6％）の増、観光レクリエーション客数は１億1,738万人で前年度比68万人（0.6％）の増であった。

   　　富士地域では、富士登山人気の高まりやＦ１グランプリの開催等により、観光レクリエーション客数、宿泊客数とも増加した。また、３年に１度の「島田大祭・帯まつり」や「飽波神社大祭」、「静岡まつり」等の季節行楽・行事による観光レクリエーション客数が増加した。

                                                               　 （単位：千人）

	　
	観光交流客数
（A+B)
	宿泊客数
（A）
	観光レクリエーション客数（B)

	
	
	
	　
	学ぶ
	遊ぶ
	触れ合う

	１９年度　a
	136,713
	19,332
	117,381
	34,552
	52,908
	29,921

	１８年度　b
	135,926
	19,224
	116,702
	35,363
	52,044
	29,295

	増減　a -b
	787 
	108
	679 
	▲811
	864 
	626 

	前年度比
a/b
	100.6 
	100.6 
	100.6 
	97.7 
	101.7 
	102.1 


（注）それぞれ１千人未満を四捨五入しているため、合計と各項目が一致しない場合がある。

（２） 観光交流客数の推移

　　　　平成１３年度以降、宿泊客数は２千万人から若干の減少傾向、観光レクリエーション客数は１億１千万人前後で横這い、全体として観光交流客数は１億３千万人前後でほぼ横這いの傾向にある。

1 観光交流客数（②宿泊客数＋③観光レクリエーション客数）
　　　　　(単位：千人）                                                               　　　　　  

	  　
	S６３
	Ｈ３
	Ｈ１２
	Ｈ１３
	Ｈ１４
	Ｈ１５
	Ｈ１６
	Ｈ１７
	Ｈ１８
	Ｈ１９ 

	全  県
	141,482 
	131,163 
	122,379 
	134,067 
	129,130 
	132,880 
	135,250 
	133,300 
	135,926 
	136,713

	伊  豆
	73,441 
	63,771 
	44,461 
	46,465 
	44,267 
	42,937 
	41,149 
	42,043 
	41,050 
	40,550 

	富  士
	13,090 
	14,668 
	15,620 
	22,462 
	21,965 
	23,935 
	22,983 
	24,363 
	25,235 
	26,132

	駿  河
	12,692 
	12,024 
	21,302 
	22,236 
	22,420 
	23,976 
	26,340 
	26,904 
	26,991 
	27,798 


	奥大井
	338 
	384 
	1,005 
	1,018 
	980 
	956 
	1,022 
	1,035 
	983 
	959 

	西駿河
	9,054 
	9,338 
	8,938 
	10,585 
	8,810 
	8,339 
	9,353 
	8,286 
	7,983 
	8,583 

	中東遠
	15,164 
	13,713 
	13,882 
	14,040 
	13,787 
	13,073 
	12,727 
	12,960 
	14,897 
	14,490 

	西北遠
	17,703 
	17,265 
	15,924 
	16,097 
	15,825 
	16,127 
	20,810 
	16,980 
	17,359 
	17,092 

	一括調査
	　
	　
	1,247 
	1,164 
	1,076 
	3,537 
	866 
	730 
	1,428 
	1,109 

	指数
	100 
	92.7
	86.5
	94.8
	91.3
	93.9
	95.6
	94.2
	96.1
	96.6


（注）平成19年度の市町村別月別数値は、Ⅳ資料編を参照

②宿泊客数の推移  

                                                                　　　　　　　　  (単位：千人）

	　
	S６３
	Ｈ３
	Ｈ１２
	Ｈ１３
	Ｈ１４
	Ｈ１５
	Ｈ１６
	Ｈ１７
	Ｈ１８
	Ｈ１９ 

	全  県
	26,725 
	27,653 
	19,845 
	20,374 
	19,658 
	19,642 
	19,276 
	18,940 
	19,224 
	19,332 

	伊  豆
	18,857 
	19,935 
	13,251 
	13,503 
	12,811 
	12,658 
	12,026 
	12,066 
	12,333 
	12,236 

	富  士
	1,381 
	1,358 
	1,178 
	1,238 
	1,137 
	1,204 
	1,257 
	1,319 
	1,309 
	1,533 

	駿  河
	1,896 
	1,534 
	1,190 
	1,323 
	1,350 
	1,398 
	1,447 
	1,421 
	1,465 
	1,422 

	奥大井
	126 
	183 
	110 
	91 
	86 
	87 
	83 
	82 
	85 
	78 

	西駿河
	806 
	816 
	708 
	772 
	716 
	721 
	692 
	642 
	635 
	633 

	中東遠
	1,018 
	1,151 
	909 
	945 
	1,005 
	1,065 
	1,003 
	903 
	951 
	932 

	西北遠
	2,641 
	2,676 
	2,499 
	2,502 
	2,553 
	2,509 
	2,768 
	2,506 
	2,446 
	2,498 

	指  数
	96.6 
	100.0 
	71.8 
	73.7 
	71.1 
	71.0 
	69.7 
	68.5 
	69.5 
	69.9 


　③観光レクリエーション客数の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千人)　

	年　度
	S６３
	Ｈ３
	Ｈ１２
	Ｈ１３
	Ｈ１４
	Ｈ１５
	Ｈ１６
	Ｈ１７
	Ｈ１８ 
	Ｈ１９ 

	全   県
	71,253
	82,992
	102,536
	113,697
	109,473
	113,238
	115,974
	114,362
	116,702
	117,381

	伊   豆
	27,065
	32,784
	31,210
	32,962
	31,457
	30,279
	29,122
	29,977
	28,717
	28,315

	富   士
	8,560
	11,094
	14,442
	21,225
	20,828
	22,731
	21,727
	23,044
	23,926
	24,600

	駿   河
	7,050
	8,113
	20,113
	20,914
	21,070
	22,577
	24,893
	25,483
	25,526
	26,376

	奥大井
	47
	96
	895
	926
	894
	869
	939
	953
	898
	881

	西駿河
	6,552
	7,705
	8,230
	9,814
	8,094
	7,618
	8,661
	7,644
	7,348
	7,950

	中東遠
	11,584
	11,013
	12,973
	13,096
	12,782
	12,009
	11,724
	12,057
	13,946
	13,557

	西北遠
	10,395
	12,187
	13,426
	13,596
	13,272
	13,618
	18,042
	14,474
	14,913
	14,594

	一括調査
	
	-
	1,247
	1,164
	1,076
	3,537
	866
	730
	1,428
	1,109

	指数
	100.0
	116.5
	143.9
	159.6
	153.6
	158.9
	162.8
	160.1
	163.8
	164.7


（留意点）

   １ 「（２） 観光交流客数の推移」における観光交流客数は、平成11年度以前は「宿泊客数」     　と「日帰り（休憩）客数」に「観光レクリエーション客数」を加えたもので、平成12年度以降は「宿泊客数」と「観光レクリエーション客数」の合計である。

      なお、観光レクリエーション客数については、平成10年度に調査対象及び集計方法を変更した。

   ２ 一括調査とは、川釣など複数市町にまたがるものを県で調査したもの。

　　　平成１５年度は「ＮＥＷ!!わかふじ国体」、「わかふじ大会」観覧客等（2,665千人）、平成１８年度は「ねんりんピック」（577千人）、平成１９年度は「2007年ユニバーサル技能五輪国際大会」観覧客等（297千人）を含む。
   ３ それぞれ1千人未満を四捨五入しているため、全県と各地域の計が一致しない場合がある。

   ４ 「指数」欄は、観光交流客数と観光レクリエーション客数については昭和６３年度を、宿泊客数については、平成３年度を100としている。
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